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新型マウンタWL88－ll　，Wl　OO－ilの電気系
Electricat　System　of　New　Suriace　Mounter　YVL88－ll　and　YVIOO－ll

豊田　誠M。k。t。T。y。d。

　●IM事業部　技術室

瞠はじめに

　この数年．パソコンおよび携帯也硫のilfi：及により，電

∫・部品夫1川1こ装シスゾム川場も急速に発展している．中

てちヤマハ発動几［H、ll以ド，’11社という）はフルビジ

iン　叶見3辺L1］晶いマ・ソンタa）パイオニアであり，」見在の

マウンタ撒界はこの力式がド流である．

　’11社は中心rl勺な十i．V　i「．として，　YVL88（レー一ザ＆ビジ

1ン，　ll∴j〕：lll度，　多｛，．k能←！ウンタ1　とYV100　〔一、ノルチヘッ

トヒン1ン，11、’；1柘度，高速マウンタ｝を1996年4Jlから

販売Lていたか，この度これらをモデルチT．ンジし，二

r・一モデルYVIOO－II〔図1）を1997年・1　Jj，　YVL88－II

・図2）を6Jlkり販完を川／1「iした．以ドにこれらの電

気系〃）概吸を・rlノ｜介コ〈、．

膿開発の狙い

　YVL88，　YV100は，’11社が自信を持〆ジ⊂薦めることの

できる視覚認識システムと，オートバイ設日『から得たフ

レーム肋造解析技術を融合させたマウンタである．これ

らの特微である高精度とII∴1速度をいかにlhj上させるか

が，今川の開発におけるifL：要課題であった．
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図1　YVIOO－ll 図2　YVL88－ll
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新型マウンタWL88－n，W100－nの電気系

目開発内容

図3　KM5コントローラ

（1）新KM5コントローラの開発

　本マウンタは，CPU部とサーボ部，モータドライブ

部を兼ねたコントローラが核となって，ヘッド部，フ

ィーダ部，コンベア部の入出力機能と通信をイ］’いなが

ら，全体をコントロールしている．今川このCPU部と

サーボ部の機能をlli」LさせたKM5コントローラ（図3）

を開発した．

　特にサーボ部は，高速度と高］jl度を両、Zしながら性

能を向ヒさせるために，サー一ボのサンプリング時間の

短縮を実現し，より木目細やかな1聞御を｜r∫能としてい

る．（図4）

（2）新電源システムの開発

　大容㍑モータ採用に伴い，安定した亘力をモータド

ライブ部に供給するため，

た．

3相亘源システムを採用し

図4　KM5サーボボード

（3）TWINマルチビューカメラの採用

　YVIOO－Hにおいては，マルチビニじ一（移動中1忍識用）

カメラを2個搭載し，、忍誠位置までa）移動I」スをllk減

した．表1にYVIOOとの基本仕様比較を・」こす．

目おわり‘こ

　以ヒ，YVL88－nとYVユ00－IIの電気系の概要について

紹介した．従来機に対し，スヘック的に魅力のある製品

となったと考えている．今後も高速性，高ネl」度，そして

高汎川性，高信頼†生を1：ll艮として，ニ…ズにあったマウ

ンタを開発していく所存である．

●著者

豊田　　誠

表1　YV100，　YVIOO－II基本仕様比較

機　種　名 YV　100（8ヘッド） YV100－H（8ヘッド）

最大最小基板寸法（Lmm×Wmm） 457×407～50×50 Mタイプ：457×305～50×50

Lタイプ：457×407～50×50

部品搭載タクト（sec／CHIP）［最適条件］ 0．25 0．25（QFP1．7）

実生産タクト概算（sec／CHIP）＊ 0．45 0．40

部品搭載精度 （mm／CHIP） ±0．10 ±0．10

（mm／QFP） ±0．08 ±0．08

最大テープ品質（8mm概算） 100 100

本体外形寸法（Lmm×Wmm×Hmm） 1655×　1358×　1810 1655×　1358×　1810

本体重量（kg） 約1300 約1300

＊個々のユーザー基板に対する保証値ではありません。
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